左右に は 昔の 街道の 名残の 大福 餅屋、 自転車屋 などが、 

櫸の 大木の 蔭 や 苔の ついた 藁屋根の 下に 店 を ひらいて 

いる。 碌 三の 理髪店 も 昔から 在る そういう この 土地ら 

しい 床屋の 一 つで、 大福 餅屋の 店と 同様、 案外 やって 

行けて いる。 昔 は 街道 往来の 馬車 挽 だの、 野菜 車 を ひ 

い て 東京 へ 近在 もの を 売りに 出る 若衆 を 相手に してい 

た これらの 店へ、 この頃 入って 来たの は、 会社の マ— 

ク 入りの 力— キの ジャム パァ に、 作業 帽を かぶった 若 

い 者た ちで、 歩道のと こで キャッチ. ボ— ル なんかし 

ていた かと 思う と、 碌 三の 店 をの ぞいて、 すいている 

とふら りと 入って 来たりす る。 国防色の 平べ つたい 袋 



いう もの だと は 知らなかった。 こんなに かたまって あ 

るの は 珍し いんです かね。 いや、 きっと 承知し ますよ _ 

飯 島 君、 事務所の 方から かかって ゆけば、 こっち は 秋 

ぐらいに な るんだろう？ と、 何 かその 若い 男の 肩 を 

もった 調子で 云って いると ころであった。 飯 島 も、 お 

だ やかに、 さァ、 秋まで はどう かしらん が、 夏 いっぱ 

いは 大丈夫で すよ。 それに 大体 こっち 半分 は 庭になる 

ん だしし ますから ね。 そう 返事 をして いる。 

猛之介 は 人々 の その 輪の 間へ、 や、 と 頭 一 つ 下げて 

わり 込んで 行った。 そして、 目 を はっきり させようと 

二つ 三つ 瞬き をして、 そこの 地べた を 見下した。 何も 
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